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第 1 章 計画策定の趣旨等 

 

１ 計画改定の趣旨 

「食」は「生きる力」の源であり、心身の健康と、心豊かな人間性を育み、 

また、人に生きる喜びや楽しみを与えてくれる大切なものです。 

 しかし、急速な経済発展に伴い、生活水準が向上するとともに、食を取り巻

く社会環境が大きく変化し、食に関する価値観やライフスタイルの多様化が進

み、エネルギーや食塩等の過剰摂取、野菜の摂取不足等の栄養の偏り、朝食の

欠食に代表されるような食習慣の乱れが見られます。さらに、食生活の乱れに

起因する肥満や生活習慣病の増加のほかに、こどもの肥満割合の増加、若い女

性の痩せ、高齢者の低栄養、伝統的食文化の喪失危機、食の安全性への不安等 

食に関する様々な問題が出ています。 

このような中、国では平成17年７月に「食育基本法」を施行し、「食育」を

「生きる上での基本であり、知育、徳育及び体育の基礎となるものであり、

様々な経験を通じて『食』に関する力を習得し、健全な食生活を実践できる人

間を育てる食育を推進すること」とし、岩手県では平成18年２月に「岩手県食

育推進計画」、町では国や県の方針に即し、平成22年３月に「岩手町食育推進

計画」、平成27年３月に「岩手町食育推進計画（第二次）」を策定し、岩手町の

食育の課題や目標を共有し合い、家庭、地域、保育所・幼稚園・学校、各種団

体、行政などが協力し、これまで多様な取組を行ってきました。 

しかし、肥満割合、朝食欠食率等は依然として高い状況にあり、また、貴重

な食文化の伝承も思うように進んでいないのが現状です。 

こうした現状や課題解決を図るため、これまでの計画を見直し、「第３次岩手

町食育推進計画」を策定し、さらなる食育の推進に取り組むこととします。 

 

２ 計画の位置づけ 

⑴ 国の食育推進基本計画を基本とした計画 

この計画は、食育基本法第 18条に基づき、国の食育基本計画を基本とし 

て岩手町における食育推進に関する施策について定める計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 総合的な取組の協働指針 

この計画は、家庭、地域、保育所・幼稚園・学校、各種団体、行政など 

食育関係者が協働して取り組む指針となるものです。 

 

第 18 条 市町村は、食育推進基本計画（都道府県食育推進計画が作成されていると

きは、食育推進基本計画及び都道府県食育推進計画）を基本として、当該市町村

の区域内における食育の推進に関する施策についての計画（以下「市町村食育推

進計画」という。）を作成するよう努めなければならない。 

２ 市町村（市町村食育推進会議が置かれている市町村にあっては、市町村食育推

進会議）は、市町村食育推進計画を作成し、又は変更したときは、速やかに、そ

の要旨を公表しなければならない。 
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３ 計画の期間 

  令和２年度から令和６年度までの５年間とします。 

 

４ 計画の策定体制 

  この計画はすべての町民を対象とするものであり、町の関係部署のみなら

ず、食育関係機関・団体と連携を図りながら推進することが重要です。 

そこで、町食育推進委員会を設置し、岩手町の食育推進に関する意見の交換

や課題の共有、委員による計画の審議を経て、本計画を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年  度 
H 

22 

H 

23 

H 

24 

H 

25 

H 

26 

H 

27 

H 

28 

H 

29 

H 

30 

R 

１ 

R

２ 

R

３ 

R

４ 

R

５ 

R

６ 

岩 手 町 

食育推進

計   画 

               

第１次 

 

第３次(本計画) 

 

第２次 
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第２章 これまでの取組の成果と課題 
 

平成 27 年 3 月に策定した岩手町食育推進計画（第二次）では、「すべての町民

が生涯にわたり、健全な食生活を営み、心身ともに健康でいきいき暮らしていく

こと」を目標として、「望ましい生活習慣の形成に向けた食育の推進」「食の安全

安心を考えた食育の推進」「岩手町の特徴を活かした食育の推進」「各関係機関の

連携で進める食育の推進」を４つの柱とし、また計画に基づいた10項目の評価指

標について、重視する視点として取り組んできました。 

 

１ これまでの取組の成果と課題 

⑴ 望ましい生活習慣の形成に向けた食育の推進 

①これまでの取組内容 

・歯と食育のイベント「歯っぴ～ウェル噛む」、「食育フォーラム 2016」で

の幅広い年代への食育の普及啓発活動 

・各中学校区における教育振興運動の集いにおける食育講演会での普及啓発 

・レシピコンテストでの朝食メニューや地産地消メニューの募集・表彰 

・すべての世代におけるむし歯・歯周病予防等口腔保健の支援 

・広報、ホームページ、食育通信を通した啓発  等 

・妊産婦や乳幼児への支援 

妊婦教室・離乳食教室・乳幼児健診等での指導 

・保育所での乳幼児への支援 

栄養士の食育指導、野菜栽培 

・小学生、中学生、高校生への支援 

農作業体験、栄養教諭による食育指導、給食献立だよりを通した食の 

情報提供、肥満児傾向親子への個別指導 等 

・働き盛り（20～64 歳）への支援 

食育教室、地域の栄養教室における栄養士の講話や調理実習による啓発、 

特定保健指導における個別栄養指導、健康相談の実施 

  ・活躍盛り（65 歳以上）への支援 

健康いきいきサロンを利用した集団・個別の栄養指導、健康相談の実施 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

教育振興運動の集いで小中学校 

保護者への健康課題の情報提供 

レシピコンテスト表彰式 

（令和元年度） 
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【肥満者割合の減少】 

②指標の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ★指標の達成状況・・・◎：目標を達成（概ね３割以上）、○：達成、△：未達成 

 

③成果と課題 

年度によってバラつきはあるものの、依然として高い状態にあり、目標値を 

達成することはできませんでした。 

子どもの肥満予防・解消については、保育所・幼稚園・行政・学校等で食事

と運動を含めた生活改善の取組指導等行い、成人（40 歳以上）に対しては、

特定保健指導等を通して個別支援を行い、課題解決を図っています。 

子どもの頃の肥満は年代が上がるにつれて、成人期の肥満へ移行しやすいた

め、学校や行政と連携して課題解決を図る取組を行う必要があります。早い時

期からの望ましい生活リズムや適切な食事・運動等が習慣として定着するよう、

子どもや保護者への働きかけを強化する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
基準年度 

(Ｈ25年度) 
Ｈ30 年度 目標値 

指標の 

達成状況 

3歳児 2.6 % 3.0 % 
（H27 年度） 

2.0 ％ △ 

小学生 8.7 % 17.4 % 5.0 ％ △ 

中学生 14.7 % 14.0 % 10.0 ％ △ 

高校生 16.1 % 15.9 % 12.0 ％ △ 

成 人 39.6 % 
（Ｈ24 年） 

38.0 % 
（Ｈ28 年） 

30.0 % △ 



- 5 - 
 

◆肥満割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：岩手県環境保健研究センター 

＊３歳児データはH27以降集計がとまっている 

＊小学生データは各年度の１、４年生 

＊中学生データは各年度の１、３年生 

＊高校生データは各年度の３年生 

＊成人のデータは、策定時 H28が最新データと 

なっている。 
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【朝食欠食率（週２日以上朝食を食べない者の割合）の減少】 

 ②指標の達成状況 

   ★指標の達成状況・・・◎：目標を達成（概ね３割以上）、○：達成、△：未達成 

 

③成果と課題 

朝食欠食率は、年度によってバラつきはあるものの、依然として高い状態に

あり目標値を達成することはできませんでした。 

乳幼児期においては健診等で、学校においては学校給食や食育教室等、保護

者においては教育振興運動で朝食の大切さを説明してきましたが、改善にいた

りませんでした。 

子どもの朝食欠食は一緒に生活する大人の影響が大きいので、40 歳代、50

歳代の欠食の高さが関係していると考えられます。朝食の欠食は肥満や学力・

体力・健全なからだと心の育成等とも大きな関係があり、朝食が生活のリズム

として定着するよう継続した取組の強化が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
基準年度 

(Ｈ25年度) 
Ｈ30 年度 目標値 

指標の 

達成状況 

3歳児 6.6 % 4.5 % 
（H27 年度） 

2.0 ％ △ 

小学生 2.9 % 3.5 % 1.5 ％ △ 

中学生 9.5 % 10.4 % 5.0 ％ △ 

高校生 14.0 % 22.9 % 10.0 ％ △ 

成 人 9.6 % 
（Ｈ24 年） 

11.8 % 
（Ｈ28 年） 

5.0 % △ 
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◆朝食欠食率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年齢階級別朝食欠食率（H28年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：岩手県環境保健研究センター 

＊３歳児データはH27以降集計がとまっている 

＊小学生データは各年度の１、４年生 

＊中学生データは各年度の１、３年生 

＊高校生データは各年度の３年生 

＊成人のデータは、策定時 H28が最新データと 

なっている。 
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【むし歯の減少】 

②指標の達成状況 

    ★指標の達成状況・・・◎：目標を達成（概ね３割以上）、○：達成、△：未達成 

 

③成果と課題 

むし歯のない子の割合、一人平均むし歯本数の減少ともに改善傾向にありま

す。乳幼児健診、１歳 3 ヶ月児、1 歳 6 ヶ月児、2 歳児、２歳６ヶ月児、３歳

児の歯科健診及びフッ素塗布の実施、保育施設での歯磨き指導やフッ化物洗口 1

を実施してきました。 

乳幼児期に作られた歯の健康に関する意識は中学生、高校生になっても保た

れており、むし歯のない生徒の割合は高い状態にあります。 

今後も肥満予防とむし歯予防を関連付け、継続的な取り組みをすることが必

要です。 

 

◆むし歯のない子の割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ フッ化物洗口：フッ化物水溶液を用いてブクブクうがいをすること。歯のエナメル質表面に作用し、むし歯を予防する

効果がある。 

 

指標 項 目 
基準年度 

(Ｈ25年度) 
Ｈ30年度 目標値 

指標の 

達成状況 

むし歯のな

い者の増加 

1.6 歳児 100.0 % 100.0 % 
（H29 年度） 

100.0 ％ ○ 

３歳児 69.6 % 76.3 % 75.0 ％ ○ 

12 歳児 47.0 % 73.7 % 65.0 ％ ○ 

一人平均 

むし歯本数 

の減少 

1.6 歳児 0本 ０本 ０本 ○ 

３歳児 1.41本 0.69本 0.9 本 ◎ 

12 歳児 1.94本 0.67本 1.1 本 ◎ 

出典：岩手県環境保健研究センター 
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⑵ 食の安全安心を考えた食育の推進 

①これまでの取組内容 

 ・広報を活用した食中毒などの普及啓発 

  ・母子保健事業内における食物アレルギー等に関する情報提供 

  ・「食育通信」による食の安全・安心の情報発信 

 

②対応する評価指標の達成状況 

 

 

 

 

★指標の達成状況・・・◎：目標を達成（概ね３割以上）、○：達成、△：未達成 

 

③成果と課題 

広報を通じた食中毒の情報提供や、妊産婦への食物アレルギー等の講話は実

施してきましたが、食品の表示や、近年多発している災害に対する備えに対応

する知識の普及啓発を今後すすめていく必要があります。 

また、県民アンケートから下記のような結果があることから、町でも情報 

発信していく必要性があります。 

  

◆参考：平成 30 年度希望郷いわてモニターアンケート 

     「食の安全安心及び食育に関する意識調査」結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食に関する健康講話 

及び広報等による 

情報提供 

基準年度 

(Ｈ25年度) 
H30年度 目標値 

指標の 

達成状況 

 24回 20回 ○ 



- 10 - 
 

⑶ 岩手町の特徴を活かした食育の推進 

  ①これまでの取組内容 

  ・保育所、学校等で実施している農作業体験の支援 

  ・レシピコンテスト開催による町産食材の魅力発信 

  ・小学生農作業消費体験時に町産食材の積極的情報発信 

  ・学校給食における地元食材の積極利用 

   （町内養豚業者による学校給食への豚肉提供（H30年度より）） 

  ・小学校との郷土料理交流会の開催 

   

  【町内小学校での農作業体験の様子】 

   ●沼宮内小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●川口小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●一方井小学校 
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②対応する評価指標の達成状況 

・小学生及び中学生を対象とした希望献立の実施 

・学校給食における地場産物（県産）を使用する割合の増加 

・農作業体験実施小中学校割合の増加 

・食育推進にかかわるボランティア数の増加 

・食をテーマにした世代間交流行事開催回数の増加 

 

  指標名(データ資料根拠) 
基準年度 

（H25年度） 
H30年度 目標値 

指標の 

達成状況 

小学生及び中学生を対象とし

た希望献立の実施 

各校 

1回／年 

各校 

１回／年 

各校 

1 回／年 
○ 

学校給食における地場産物(県

産)を使用する割合の増加 
【市町村別学校給食による県産農林水産物の

利用実態調査より】 

38.2% 

(Ｈ24年) 
62.6％ 40.0% ◎ 

農作業体験 

実施小中学校割合の増加 
91.6％ 100％ 100％ ○ 

食育推進にかかわるボランテ

ィア数の増加 

(食生活改善推進員数) 

105 人 89人 100人 △ 

食をテーマにした

世代間交流行事開

催回数の増加 

保育所、 

幼稚園等 
17 回 １５回 19回 △ 

公民館事業 
7 回 ５回 ９回 △ 

★指標の達成状況・・・◎：目標を達成（概ね３割以上）、○：達成、△：未達成 

③成果と課題 

・学校給食では、県産食材の利用割合も高まっている。 

・平成 30年度から、町内養豚会社より、毎月 19日の食育の日等に「町内産や

まと豚」の無償提供もあり、食育関係者からの協力も多大に得て、地産地消 2

の大切さ、素晴らしさを伝えている。 

・すべての小中学校で農作業体験を実施しており、主産業が農業である岩手町

で育った全ての子どもに、作物の生産から消費までを経験することで、食へ

の感謝を深める取組が進められている。 

・食生活改善推進員養成講座を２年に１度開催しているが、会員の高齢化によ

り退会が続き、新しい会員が加入しても会員数の減少のほうが上回っている

状況です。 

 

 

 

２ 地産地消：「地場生産―地場消費」を略した言葉で、「地元でとれた生産物を地元で消費する」という意味で使われる。

消費者の食料に対する安全安心志向の高まりを背景に、消費者と生産者の相互理解を深める取組として期待

されており、全国的に取組事例が増加している。 
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 ⑷ 各関係機関の連携で進める食育の推進 

①これまでの取組内容 

・行政のみでなく、歯科医師、農林畜産物生産者、学校、食品関連事業者、

食育推進団体の代表者等多様な関係者と連携・協力して食育の推進を取り

組むため「岩手町食育推進委員会」及び「岩手町食育推進委員会幹事会」

を設置し、課題の共有、事業の推進等行っています。 

・小中学校における農業体験では、学校、地域、農業生産者、行政等が連携

した取組を進めている。 
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２ 食を取り巻く社会の変化 

⑴ 食の多様化の進展 

近年、ライフスタイルの変化を背景として、家族や友人等と楽しく食を囲む

機会が少なくなるなど 1 人で食事をとる「孤食 3」や、家族一緒の食卓で別々

の料理を食べる「個食 4」が見受けられるとともに、外食、惣菜、弁当といっ

た「中食 5」などいわゆる「食の外部化」が進むなど、食の多様化が進んでお

り、食を通じたコミュニケーションの推進が必要となってきています。 

 

⑵ 肥満、生活習慣病の増加など健康問題の顕在化（P４～８資料参照） 

  高校生、働く若い世代（40 歳代、50 歳代）の朝食の欠食率が高く、食習

慣の乱れが見られます。また、脂質や塩分の過剰摂取野菜の摂取不足など栄

養の偏りや乱れから、これらに起因する肥満や生活習慣病の増加が見られ、

引き続き生活習慣病予防対策とその重症化予防が必要になってきています。 

 

⑶ 食の安全安心に対する消費者の関心の高まり 

食に関する情報が社会に氾濫し、食に関する正しい情報を適切に選別し活

用することが困難になってきています。また、食品の安全安心を揺るがす

様々な事件の発生によって、食の安全に対する消費者の関心が高まっており、

生産から加工、流通、消費にわたる食育の取組に関する知識と理解を深めて

いくことや、表示などの情報から食品を選択する能力を育てることが必要と

なってきています。 

   

 ⑷ 増える食品ロス 6。食の循環や環境を意識した食育の必要性 

   食料を海外に大きく依存する我が国において、年間約 640 万トンに上る大

量の食品廃棄物（食品ロス）を発生させ、環境への負荷を生じさせているこ

とから、食に関する感謝の念や理解を一層深めることは引き続き重要であり、

生産から消費に至る食の循環を意識し、食品ロスの削減等環境にも配慮する

必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

3 孤食：家族が違う時間に一人一人、バラバラに食事をとること。 

4 個食：複数で会食している場で、それぞれ別個のものを食べること。（家族で団欒を囲む中で、それぞれ違うものを食べ

ているということ） 

5 中食：飲食店等で食事をする外食はもとより、本来、家の中で行われていた調理や食事を家の外部に依存すること。食

品産業においても、このような消費傾向に合わせて、調理食品や惣菜、弁当などの「中食（なかしょく）」を提

供するようになっている。 

6 食品ロス：食べられるのに廃棄される食品。 
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３ 今後の方向性 

近年の食をめぐる状況の変化に伴う様々な問題に対処していくため、これま

での取組の成果と課題を踏まえ、今後においては、以下の 4 つの項目を柱に食

育の施策を展開していきます。 

 

⑴ 望ましい生活習慣の形成に向けた食育の推進 

健全な生活習慣は、健康で、心豊かな人間性の基礎となるものであり、特に

子どもの頃からの生活習慣は、大人になってから改めることは難しく、将来の

生活習慣病へとつながる可能性も大きいため、子どもへの生活習慣の形成は重

要です。また、成人においても生活習慣を振り返り、望ましい生活習慣へ改善

していくことも重要です。 

このため、多くの機会を通して、子どもはもちろん保護者等に生活習慣を通

じた食育の重要性の普及啓発を図るとともに、家庭、地域、保育所・幼稚園・

学校、各種団体において生活習慣病予防のための生活及び栄養指導や食に関す

る体験活動の取組を支援し、望ましい生活習慣の形成を促進します。 

 

⑵ 食の安全安心を考えた食育の推進 

健全な食生活の実践のためには、生産から加工、流通、消費にわたる食育の

取組や食品の安全性に関する正しい知識を身に付けるとともに、自らの判断で

食品を選択する能力を育てていく必要があります。 

このため、食品の安全性に関する情報提供や学習機会の提供などにより、町

民の食の安全性に関する知識の普及を図ります。    

 

⑶ 岩手町の特徴を活かした食育の推進 

県内一の野菜総合産地となっている本町の特徴を活かし、地元食材を積極的 

に活用した地産地消を基本とし、生産と消費を結び付けた食育の推進や農業に

関する体験活動の促進や各地域の特徴ある風土と伝統によって培われてきた郷

土料理等の食文化を継承していくことが重要です。 

このため、農業体験を通じた生産者と消費者と交流や地域に受け継がれてき 

た食文化や食生活について、次世代を担う若い世代への継承の取組を促進しま

す。 

 

⑷ 各関係機関の連携で進める食育の推進 

   食育は、すべての町民の生涯にわたる重要な課題です。町民一人一人が食

育を自らの問題として、その重要性を認識し自らの意思で取り組む食育推進

活動を進めていく必要があります。 

    このため、多様な活動の場において、家庭、地域、保育所・幼稚園・学校、 

各種団体、行政などが持っている機能を十分に発揮しながら、一体となって連

携・協働による食育の取組を推進します。 
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第３章 基本目標と基本理念 
 

１ 計画の基本目標と基本理念 

 

《基本目標》 

    

すべての町民が生涯にわたり、健全な食生活を営み、 

心身ともに健康でいきいき暮らしていくこと 

 

 

   《基本理念》 

     豊かな自然環境に恵まれた岩手町では、キャベツをはじめとした野菜、米、

果実、生乳、肉など多くの農畜産物が生産されています。町民一人一人が

「食」を通じて健やかな人生を送れるように、食の安全安心についての意識

を高め、それを正しく選択する力や望ましい生活習慣を育てていきます。ま

た、食べることの大切さを理解し、食に関わる全てのものへの感謝と思いや

りの心を持ち、次世代へつなげていくことを目指します。 

 

   《スローガン》 

 

 

 

 

 

 

 

 

    このスローガンのもと、町民一人一人が、また、各関係機関がそれぞれ

の役割を認識し、継続して食育活動に取り組むことが大切です。岩手町の

特徴を活かし、子どもから高齢者まで各世代が一貫となった食育を展開し

ていくことが望まれます。 

次世代へつなげよう！ 

自然の恵みに感謝し 

食を通じて心身ともに健やかな生活を 
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２ 計画の施策体系 

基本目標と前計画、現状をもとに下記の４つの柱で食育の推進に取り組みます。 

 

 

  

     ・授乳、離乳、そして自分で食べる、食環境の基礎づくりの支援 

     

 

・各年代、生活様式に応じた生活習慣病予防のための生活及び栄養指導 

・むし歯予防のための取組及び関係機関への取組支援 

 

 

・生活様式に応じた生活習慣病予防のための生活及び栄養指導 

・むし歯･歯周病予防のための取組 

 

 

・生活様式に応じた生活習慣病予防のための生活及び栄養指導 

・低栄養、寝たきり、口腔機能低下を防ぐための取組 

 

 

  

 

・食の安全安心に関する知識の普及啓発及び情報提供支援 

 

 

 

 

     ・学校などにおける農業体験学習の支援など 

     ・食料生産から消費の体験で食品ロス削減について考える機会の支援 

  

 

・食生活改善推進員の活動支援など 

・地産地消の普及活動への取組の促進 

 

  

 

 

・家庭、地域、保育所・幼稚園・学校、各種団体、行政との連携及び 

協働による食育推進 

・各関係機関のもと、食育推進委員会における進行管理・食育の推進 

1 望ましい生活習慣の形成に向けた食育の推進 

2 食の安全安心を考えた食育の推進 

3 岩手町の特徴を活かした食育の推進 

4 各関係機関の連携で進める食育の推進 

① 関係機関等の連携及び協働による食育の推進 

 

① 「わんぱく盛り(０歳～５歳)」の健全な生活習慣の形成 

③ 「働き盛り(18歳～64歳)」の健全な生活習慣の形成 

④ 「活躍盛り(65歳以上)」の健全な生活習慣の形成 

② 「育ち盛り(6歳～17歳)」の健全な生活習慣の形成 

① 食の安全安心に関する知識の普及と理解の促進 

① 農業体験などを通じた生産への理解の促進 

② 食文化や食生活の継承 
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家庭、地域、保育所・幼稚園・学校、各種団体、行政など関係機関がと
もに連携しながら食育の取組を行います。また、望ましい生活習慣の形成
及び食育に関する知識の普及や食に関する体験活動を通して、健全な食生
活の実現と豊かな人間性を育んでいきます。 

 

第４章 食育を推進するための取組 
 

１ 望ましい生活習慣の形成に向けた食育の推進 

 ⑴ 目指す姿 

 

 

 

 

 

 ⑵ 町の取組 

   乳幼児期から高齢期まで、生涯にわたって健全な食習慣や栄養、運動、口

腔管理に関する正しい知識をしっかり身につけながら、自分の体の状態に目

を向けて健康長寿を目指し実践できる気運を高めるように取り組む必要があ

ります。 

そこで、ライフステージごとに具体的な取り組みを設定しました。 

 

① 「わんぱく盛り（０歳～５歳）」の健全な生活習慣の形成 

◆ 妊産婦や乳幼児への支援 

・妊婦に対しては、妊婦教室などを通して妊娠中のバランスのとれた食生

活の実践と出産・子育てに必要な丈夫な体づくり、生活習慣に関する相

談指導を行います。 

・乳幼児に対しては、様々な機会を通して、発達段階に応じた離乳食や幼

児食などの進め方と生活習慣に関する相談指導を行い、知識の普及を図

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 離乳食教室での調理指導と食育指導 

妊婦教室での調理指導と食育指導 
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◆ 保育所での乳幼児への支援 

・栄養士が中心となり、食事指導など食育に関する指導及び知識の普及を

図ります。 

・家庭、地域住民の協力をいただきながら、野菜栽培などの体験を通して、

収穫の喜びと感謝の心を育てていきます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 子育て相談の実施 

・子育て家庭を支援するため、基本的生活習慣や食生活をはじめとする

様々な子育ての不安や悩みに対し、相談等を実施します。 

 

◆ むし歯予防の支援 

・乳幼児健診、各保育所・幼稚園の歯科検診などにおいて、健全な生活習

慣とむし歯予防についての相談指導を行い、意識啓発及びむし歯予防に

関する知識の普及を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育所での食育指導 
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② 「育ち盛り(６歳～17歳)」の健全な生活習慣の形成 

◆ 小学生、中学生、高校生への支援 

・学校では、「食に関する指導 8」に基づき各教科や特別活動の総合的な学

習の時間帯でそれぞれの教科・領域の特質に応じ、①稲作、野菜作り体

験②地域の食材に関する体験学習などに取り組み、食育に関する知識の

普及を図ります。 

・農林業体験、食に関する知識(栄養、食の安全、食事のマナー、食の文

化など)を通して、収穫の喜びと感謝の心を育てていきます。 

・家庭での食育の推進を図るため、学校給食や給食だよりなどを通じて、

食べることへの意欲や健全な生活習慣に向けた食育の取組状況等、食に

ついての情報提供をします。 

・基本的生活習慣の形成や食生活の改善の取組等の地域の教育課題を自主

的に解決するため、家庭、地域、保育所・幼稚園・学校、各種団体、行

政が連携して教育振興運動を進めていきます。 

 

◆ むし歯予防の支援 

・学校の歯科検診などにおいて、健全な生活習慣とむし歯予防についての 

相談指導を行い、意識啓発及びむし歯予防に関する知識の普及を図りま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 食に関する指導：児童生徒が健全な食生活を実施し、健康で豊かな人間性を育んでいけるよう、栄養や食事のとり方

などについて、正しい知識に基づいて自ら判断し、実践していく能力などを身につけさせるための

学校における指導。文部科学省は、食に関する指導の目標を次のように設定している。 

○食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。 

○心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理してく能力 

を身に付ける。 

○正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身に付 

ける。 

○食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々へ感謝する心をもつ。 

○食事のマナーや食事を通した人間形成能力を身に付ける。 

○各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解し、尊重する心をもつ。 
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③ 「働き盛り(18 歳～64歳)」の健全な生活習慣の形成 

◆ 生活習慣病予防への支援 

・若い時からの生活習慣が生涯の健康状態に大きく影響を及ぼすため、自

らの健康状態を把握し、良好な状態を維持実践していくことが大切です。

そのため、各種健診の受診の勧めと、健康と食生活に関する各種教室や

講演会などを通して正しい知識の普及を図り、実践へ向けて相談指導な

どを行います。 

 

◆ 食事バランスガイドの普及 

・望ましい食習慣の定着を図るため、食事の望ましい組み合わせやおおよ

その量を分りやすくイラストで示した食事バランスガイド 9 の普及を推

進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 健康相談の実施 

・社会的責任も重くなる壮年期では、日常生活や健康に関しての様々な不

安や悩みについて相談等を実施します。 

 

◆ むし歯・歯周病疾患予防の支援 

・定期歯科検診などにおいて、歯周病予防などの相談指導を通じて意識啓

発を行うとともに、健康と食生活に関する各種教室や講演会などを通し

て知識の普及を図ります。 

 

◆ 栄養・健康づくり関係者の資質向上のための研修等の実施 

・食生活改善推進員、保健推進員、スポーツ指導員、健康運動指導員など

地域で健康づくり活動を行う関係者の研修会や講演会などを開催します。 

 

 
9 食事バランスガイド：食生活指針を具体的な行動に結びつけるものとして、食事の望ましい組み合わせやおおよその量

をわかりやすくイラストで示したもの。 

《出典：農林水産省ＨＰ》 
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④ 「活躍盛り(65 歳以上)」の健全な生活習慣の形成 

◆ 健康寿命延伸に向けた支援 

・加齢に伴う身体機能の低下や低栄養及び長年の生活習慣の積み重ねから

様々な疾病が現れてくる時期です。また、将来の健康への不安を感じる

人が多くなり、健康への関心も高まる年代でもあります。そのため、健

康と食生活に関する各種教室や講演会などを通して正しい知識の普及を

図り、実践へ向けた相談指導などを行います。 

 

◆ 健康相談の実施 

・高齢者世帯や一人暮らし高齢者が増えてきており、将来の健康に関して 

の様々な不安や悩みも多い年代でもあります。健康いきいきサロンなどで

健康相談等を実施し地域での高齢者の集う活動を支援していきます。 

 

◆ 口腔機能維持への支援 

・定期歯科検診などにおいて、口腔機能低下予防等についての相談指導を 

行います。 
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 ⑶ 関係機関等の取組 

 

家 庭 

【わんぱく盛り（0歳～５歳）】 

・「早寝・早起き・朝ごはん」実践し、生活のリズムを整える。 

・自分で食べる喜びや、楽しみを感じられるよう、家族一緒に食卓を囲む。 

・食事中はテレビを消して、家族で会話のある食事をする。 

・噛むことの大切さを伝えて、早い時期からむし歯予防を実践する。 

・お手伝いを通じて食への関心が持てるよう体験する機会をもうける。 

・食事のあいさつ「いただきます」「ごちそうさま」を実践し、生き物の「命」

に感謝する気持ちを育てる。 

 

【育ち盛り（6歳～17歳）】 

・主食・主菜・副菜をそろえた食事を意識する。 

・「早寝・早起き・朝ごはん」実践し、生活のリズムを整える。 

・健全な発育・発達のために、食に関心を持てるようにする。 

・食事中はテレビ、スマートフォンなどを消して、家族で会話のある食事をす

る。 

・運動量に合せて食事や補食、水分摂取をする。 

・食事のマナーなどよりよい生活習慣を身につける。 

・よく噛み、好き嫌いなく何でも食べ規則正しい食習慣を身につける。 

・歯磨きやよりよい生活習慣を身につけ、むし歯予防に取り組む。 

・歯と口の健康を保つために定期的に歯科検診を受診する。 

・お手伝いや調理など食事に関する役割を持たせる。 

・各関係機関などが実施する各種教室や事業に参加する。 

・各関係機関が実施する食生活に関する取組を参考に、健全な食生活を実施す

る。 

 

【働き盛り（18歳～64歳）】 

・健診を受け、生活習慣病の予防・治療をする。 

・活動量や体格に合せた食事をとり、適正体重を維持する。 

・朝食欠食、運動不足、睡眠不足などが身体に与える影響について理解し、健

康生活を送るための正しい知識を学び、実践していく。 

・郷土食など地域に伝わる伝統食及び食べることの大切さを次世代に伝える。 

・各地区での行事や行政などが実施する各種教室に参加する。 

・積極的に歯科検診などを受け、よりよい生活習慣を身につけ歯周病予防に取り

組む。 

 

【活躍盛り（65歳以上）】  

・各種教室などに参加し、食と健康に関する正しい情報を得る。 

・自ら生活習慣を振り返り、望ましい生活習慣を実践することで生活習慣病予

防・介護予防に取り組む。 

・郷土食など地域に伝わる伝統食や食べることの大切さを次世代に伝えるとと

もに食のボランティア活動に取り組む。 

・生涯自分の口から食べることができるよう、歯ごたえのあるものも食べて、

定期的に歯科検診を受けるなど口腔ケアに努める。 

・よく体を動かすなど全身の筋力低下を予防し寝たきり予防に取り組む。 
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保育所 

幼稚園 

 

・家庭と連携しながら子どもの食への興味と意欲や望ましい食習慣を育成する

ための取組を実施する。 

・家庭との連携を密にし、食生活に関する相談や助言を行う。 

・行政と連携しながら健全な食生活への取組を実施する。 

・様々な体験を通して「食べること」の楽しさや大切さを理解する。 

・食事づくりに興味がもてるよう、献立の見本と併せてメニューを掲示する。 

・保育参観日を活用し、年齢に合った食事量や味付けを親が理解し、家庭での

食事づくりに役立てるようにする。 

・栄養士による食育指導を行い、クッキングを通して食への関心を深める。 

 

学 校 

・学校教育活動全体を通した児童生徒への食に関する指導を実施する。 

・家庭向けの食育に関する様々な情報を提供する。 

・生活習慣に関する講演会、農林業体験などの行事を開催する。 

・肥満や痩せ、歯の状況を把握し、早めに対応できるよう児童・生徒・保護者

に働きかける。 

 

地 域 

・親子で参加できる健康や食についての教室や講演会などを開催する。 

・健康や食に関する交流会などの行事や講演会など開催したり、参加する。 

・郷土食など地域に伝わる伝統を残すための機会をつくる。 
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⑷ 評価指標 

 

  指標名【データ資料根拠】 
基準年度 県平均 最終目標年度 

R 元年度 H30 年度 R６年度 

朝食欠食率の減少(週２日以上朝食を

食べない者の割合) 
【岩手町健康に関するアンケート】 

【岩手県環境保健研究センター】 

 

５歳児 9.3％  5.0％ 

小学生 4.7 % 3.0％ 3.0％ 

中学生 11.8% 8.8％ 8.0％ 

高校生 22.9 % 12.6％ 13.0％ 

成 人 11.8 % 
（Ｈ28 年） 

11.5％ 
（Ｈ28 年） 

10.0％ 

小さい頃から、主食・主菜・副菜を 

揃えて栄養バランスを整えている割合 

《新規》 
【岩手町健康に関するアンケート】 

※５歳時及び小学生は保護者の回答 

※中学生は本人が回答 

５歳児 88.9％  

100％に 

近づける 
小学生 89.6％  

中学生 72.1％  

定期的に身体を動かす習慣のある者の

割合（１回 30分以上週２回以上） 

《新規》 

【岩手町健康に関するアンケート】 

【岩手県環境保健研究センター】 

 

小学生 62.8％  70.0％ 

中学生 73.1％ 72.3％ 75.0％ 

高校生 61.5％ 61.9％ 65.0％ 

成 人 20.5％ 24.9％ 
（Ｈ28 年） 

25.0％ 

肥満者割合の減少 

【岩手町健康に関するアンケート】 

【学校保健統計調査】 

【岩手県環境保健研究センター】 

小学生 13.7％ 10.4％ 10.0％ 

中学生 12.5％ 11.2％ 11.0％ 

高校生 15.9％ 12.8％ 12.0％ 

成 人 38.0% 
（Ｈ28 年） 

30.6% 
（Ｈ28 年） 

30.0％ 

むし歯のない者の増加 
【歯科検診結果】 

3 歳児 76.3％ 
（Ｈ30 年） 

81.3％ 
（Ｈ29 年） 

80.0％ 

６歳児 

（小１） 
94.7％ 97.0％ 95.0％ 

12歳児 

（中１） 
72.3％ 70.0％ 75.0％ 

食塩摂取量の平均値《新規》 

【岩手町特定健診の結果】 
成 人 10.09ｇ  10.00ｇ 

小中学校における食育指導実施回数  
各クラス 

年に１回 
 

各クラス 

年に１回 
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食品の安全性に関する学習機会の提供や知識の普及などを行い、食の安
全安心に対する関心を深め、食品を正しく見極め、選択する力を育ててい
きます。 

 

２ 食の安全安心を考えた食育の推進 

 ⑴ 目指す姿 

 

 

 

 

 ⑵ 町の取組 

  ① 食の安全安心に関する知識の普及と理解の促進 

◆ 「食」に関する健康講座等の実施 

・食品に関する適正な判断力を養うため、安全安心に関する講座などを実

施します。 

 

◆ 食品の安全性等に関する情報の提供 

・広報等を活用し、食品の安全性等に関する正しい情報を適切かつ迅速に

提供します。 

 

 ⑶ 関係機関等の取組 

 

 

⑷ 評価指標 

 

 

 

 

家 庭 

・食品表示や食中毒、食物アレルギーなどの食の安全について学ぶ。 

・食品表示を有効活用する。 

・食品の管理や保存に関する知識を学び、鮮度や消費期限を意識し生活する。 

保育所 

幼稚園 

学  校 

・正しい手洗い等を身につけ、食中毒予防につとめる。 

・食物アレルギーについて学び、共通認識をもって事故を防ぐ。 

・食品表示や食中毒、食物アレルギーなど、保護者に情報提供していく。 

・食品の生産、製造・加工、流通・販売に関して学ぶ。 

生産者 

事業者 

・食の安全安心の確保に関する情報を分かりやすく、適切に提供する。 

・食品の生産、製造・加工、流通・販売の仕組みについて、施設見学などの実

施を通して、食の安全安心に関する学習を支援する。 

・食品に関する情報提供を推進する。 

  指標名【データ資料根拠】 
基準年度 県平均 

最終目標 

年  度 

H30 年度 Ｈ30年度 R6 年度 

食に関する健康講話及び広報等による情報提供 24回  24回 
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県内一の野菜総合産地の特徴を活かして、地産地消を基本とし、生産と
消費を結びつけた食育推進と風土や伝統によって培われた郷土料理などの
食文化について理解を深め、農業体験などを通して、食に関する感謝と地
元への愛着を育んでいきます。 

 

 

３ 岩手町の特徴を活かした食育の推進 

 ⑴ 目指す姿 

 

 

 

 

 

 ⑵ 町の取組 

① 農業体験などを通じた生産への理解の促進 

◆ 学校等における農業体験学習への支援 

・農業への理解を促進するため、関係機関と連携を図り、農業体験の場や

指導者などについての情報を収集し、保育所・幼稚園・学校へ提供する

ことで農林業体験を支援していきます。 

 

◆ 町産食材供給のための支援 

・地産地消を基本とし、町産食材については年間を通して安定的に供給す

るため、流通業者との連携により安全安心な地場産品供給のルートを確

立し、家庭や学校給食などへ積極的に提供します。 

 

◆ 食料生産から消費の体験で食品ロス削減について考える機会の支援 

・農業体験を体験することにより、生産から消費までの循環を学び、感謝

の意を持つ心を育て、食品ロスを意識した生活ができるよう、情報を発

信、支援します。 

 

② 食文化や食生活の継承 

◆ 食生活改善推進員などの活動支援 

・地域での生活習慣病予防に向けた栄養教室、子どもの頃からのよい食習

慣の定着に向けた食育事業へ、食生活改善推進員などボランティアの積

極的参加を支援していきます。 

・様々な食育イベントなどを利用して地場産品の活用と郷土料理について

の普及活動を支援していきます。 

 

◆ 学校給食の充実 

・各学校における食に関する年間指導計画の作成や食育推進体制の確立を

支援するとともに、関係機関と連携しながら学校給食の充実や地場産品

活用を推進します。 
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 ⑶ 関係機関等の取組 

 

 

⑷ 評価指標 

 

  指標名【データ資料根拠】 
基準年度 県平均 

最終目標 

年  度 

H30年度 H30年度 R6 年度 

農業体験実施小中学校割合 100％  100％ 

学校給食における地場産物(県産)を使用する割合

の増加 

【市町村別学校給食による県産農林水産物の利用

実態調査より】 

62.6% 69.5% 65.0% 

食をテーマにした世代間交流

行事開催回数の増加 

保育所、幼稚園

等 
１５回  １８回 

 

 

 

 

 

家 庭 

・四季折々の家庭行事などで郷土料理や行事食をつくり、楽しく食を囲む。 

・季節感や地域の素材を活かした食事を心がける。 

・環境と食との関係を理解する。 

・食べ残しをしないようにする。 

 

保育所 

幼稚園 

学 校 

・農業体験や生産者などとの交流を通して「食」の大切さを理解する。 

・町産食材を中心とした多種多様な食材を利用した給食を提供する。 

・家庭へ食材等に関する情報を提供する。 

・施設見学などにより食品の製造・加工、流通・販売に関わる事業への理解

を深める。 

・地域における「健康」や「食」についての伝統行事などへの参加を通して

郷土料理や伝統料理を理解し食文化を継承していく。 

・野菜を育て、生育を知り、収穫・消費を楽しむことで、食に感謝する心を

はぐくむ。 

・世代間交流を通して郷土料理を子どもたちが学ぶ。 

 

地 域 
・各地区での行事などを利用して郷土料理などを会食する機会を提供する。 

 

生産者 

事業者 

・農業の多様な体験の機会を提供する。 

・食品の製造・加工、流通・販売に関わる事業施設などの見学の場を提供す

ることから、「食」の大切さを伝えるとともに「食」に関する情報の提供を

する。 
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町民一人一人が、食育を自らの問題として重要性を認識し、自らの意思

で日常的に食育に取り組み、地域に根ざした食育推進活動を展開していき

ます。 

 

４ 各関係機関の連携で進める食育の推進 

 ⑴ 目指す姿 

 

 

 

 

 

⑵ 町の取組 

① 関係機関等の連携及び協働による食育の推進 

◆ 地域の多様な関係者と連携・協力しながら地域の特性を活かして主体的

に取り組んでいきます。 

 

◆ 食育推進計画の推進に努める。 

 

◆ 町の食育推進計画に基づき、家庭、地域、保育所・幼稚園・学校、各種

団体が持っている機能を十分発揮しながら、一体となって連携、協働に

よる食育の施策を展開する。 

 

 ⑶ 関係機関等の取組 

と 

 

 

⑷ 評価指標 

 

  指標名【データ資料根拠】 
基準年度 県平均 

最終目標 

年  度 

H30 年度 H30 年度 R６年度 

町と関係機関等が連携した食育推進の事業を実施 

《新規》 
39回  40回 

 

 

 

 

 

家 庭 ・家族ぐるみで食育を実践する。 

保育所 

幼稚園 

学  校 

・関係機関と連携し、子ども、家庭への食育活動を支援する。 

・関連するイベント等の案内を積極的に広報、発信する。 

地 域 ・関係機関と連携し、町民食育活動を支援する。 
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第５章 計画の推進・進捗管理 
 

1 計画の推進体制 

⑴ 関係機関等との連携 

  家庭、地域、保育所・幼稚園・学校、各種団体、生産者、事業者、ボランテ 

ィアなどの関係者と連携・協力、町民との協働により食育の取組を推進します。 
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２ 計画の進捗管理 

⑴ 進捗管理 

計画の達成状況を評価するため、指標を設定し岩手町食育推進委員会及び幹 

事会において、適切に進行管理を行ないます。 

    

⑵ 計画評価年度 

 中間評価を令和４年度に、最終評価を令和６年度に実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


